





























































































































































































































































































る」（『文化人類学』第 72巻第 3号 , pp. 303-325）以来、著者が集合的熱狂の中に流れる
「秩序」を切り取る手法の鮮やかさに常々感嘆してきた者である。序章 19頁にあるよう
に、本書を貫く著者の関心は、学生時代から長期に亘って持続する「集団」と「きまりご
と」との間のダイナミクスにあると感じる。著者が日本の祭り研究を事例として示した切
り口が、本書では異文化との出会いを経てさらに強力に昇華され、読む者の足元に迫って
くるような感興を覚えた。このような一貫した関心が、今後さらに著者の感性をとぎすま
し、新たな躍進へとつながっていくことを期待したい。
